
 

令和７年度第１回江南市子ども・子育て会議 会議録 

 

会議名：令和７年度第１回江南市子ども・子育て会議 

開催日時：令和 7 年５月 28 日（水） 午前 10 時 00 分から午前 10 時 47 分 

場所：市役所 防災センター２階 仮眠待機室・救護室 

委員：出席委員９人 

岡田 和明（子ども・子育て支援に関し学識経験のある者） 

沓名 珠子（その他市長が必要と認める者） 

石川 勇男（関係団体の代表者） 

倉地 一秋（関係団体の代表者） 

笹瀬 ひと美（子ども・子育て支援に関し学識経験のある者） 

白川 裕羽（公募により選定された者） 

永田 裕美子（関係団体の代表者） 

野呂 美鈴（関係団体の代表者） 

百瀬 貴子（関係行政機関の職員） 

 

事務局：安達 則行（健康こども部長） 

向井 由美子（こども未来課長） 

村田 志穂（こども未来課指導保育士） 

大𦚰 宏祐（こども未来課主幹） 

葛谷 美智子（健康づくり課副主幹） 

高田 昌治（子育て支援課副主幹） 

奥田 由美子（子育て支援センター所長） 

千田 尊義（こども未来課副主幹） 

江口 路（子育て支援課主査） 

丹羽 憲司（こども未来課主任） 

柘植 真緒（こども未来課主事） 

 

傍聴人数：１人 

 

  



 

議題 

(1) 江南市子ども・子育て支援事業計画の進行管理について 

資料１  江南市子ども・子育て支援事業計画 進行管理 

(2) 特定地域型保育事業の利用定員の設定等について 

資料２  特定地域型保育事業の利用定員の設定等について 

参考資料 第３期江南市子ども・子育て支援事業計画（抜粋） 

 

 

部長あいさつ 

会長あいさつ  

 

議題 1 江南市子ども・子育て支援事業計画の進行管理について 

事務局説明（資料１） 

質疑 

委員 ８ページ、３校で学習アドバイザー不在により共通プログラムが実

施できなかったということですが、今後の実施見込みを教えてくだ

さい。 

事務局 学習アドバイザーの現在の状況でございますが、令和７年度は８名

おり、２名の募集をかけている状況でございます。８名のうち２名

の方に兼務をお願いしておりますので、不在の学校についても可能

な限り共通プログラムを実施できるよう進めてまいります。 

委員 ６ページの養育支援訪問事業ですが、利用件数が増加傾向にあると

いうことですが、今後増加しても対応は可能でしょうか。 

事務局 現在、支援員が２名おりますが、増加傾向にありますので今後募集

も検討してまいります。 

委員 ７ページの放課後児童健全育成事業について、夏季期間に布袋小学

校の音楽室を利用しているということですが、子どもたちが過ごす

室内はどのような部屋になっているのでしょうか。 

事務局 夏休みが始まる直前に楽器等を移動し、触れないようにカラーコー

ン等で仕切ったうえで開設しております。 

委員 子どもが活動するには狭くはないですか。 

事務局 ある程度広さはあり、机等もあります。また、人数が増える時間帯

に平均で 25 名程度、高学年の児童が移動しております。 

 



 

委員 せっかく部屋を用意していても子どもが生活する環境が苦しいよう

では、という部分が少し心配だったのでお聞きしました。 

会長 ６ページの乳児家庭全戸訪問事業の表をみると、想定よりも実際に

これだけ出生数が減ってきているということですが、子ども・子育

て支援事業計画だけでなく他の事業や計画にも影響はないのでしょ

うか。 

事務局 乳児家庭全戸訪問事業の確保方策を見ていただきますと、令和２年

頃からコロナ禍があり、みるみる出生数が減ってきているという状

況でございます。子育て支援施策に限らず、市全体の行政に関わる

問題で、現在、全国でこども計画を策定する自治体が非常に多くな

ってきております。江南市では、まだ具体的な策定見込みは立って

いない状況ではありますが、今後の少子化対策ということでこども

計画は策定してまいりたいと考えております。 

会長 本当に悩ましい問題で、近隣の市でも出生率がかなり減ってきてい

ます。これからも出生数が減っていくことになってくると思うの

で、今後も数に着目していただいて他の計画にも反映していくべき

かなと思います。 

 

 

議題 2 特定地域型保育事業の利用定員の設定等について 

事務局説明（資料 2、参考資料） 

質疑 

委員 布袋は鉄道高架になって非常に活性化しているなかで、布袋地区で

の開園を進めていくべきだと思いますが、名鉄スマイルプラスさん

の名鉄線各駅での活動状況を知りたいです。また、代替園庭として

布袋下山公園を利用させていただくということですが、地元の方と

は調整できているのでしょうか。 

事務局 名鉄スマイルプラスの他の市町村での保育事業の実施状況というこ

とでございますが、県内のおおよそ 15～16 の名鉄駅の周辺や駅ビル

の中で小規模保育事業を中心に運営しております。また、代替園庭

につきまして、toko＋toko＝labo 内にあります布袋ぽっぽ園も園庭が

ありませんので、同様に布袋下山公園を代替園庭として使わせてい

ただいているという状況でございます。交通や公園の安全な利用等

の観点からも今後、地元住民等にも周知、調整を図っていきたいと



 

考えております。 

会長 それでは他に質疑もないようですので、議題の検討を終わります。

これをもちまして、特定地域型保育事業の利用定員の設定等につい

て承認してよろしいでしょうか。 

委員 （異議なし） 

会長 では、事業者への通知等、進めていただくようお願いいたします。 

 


